
計画の名称：既存道路構造物の計画的な維持管理による、安全・安心な道路環境の確保

（防災・安全）

事業主体名：旭市、我孫子市、いすみ市、市川市、市原市、大網白里市、大多喜町、
御宿町、柏市、勝浦市、香取市、鴨川市、木更津市、君津市、鋸南町、九十九里町、
神崎町、栄町、佐倉市、酒々井町、芝山町、白子町、白井市、匝瑳市、袖ケ浦市、多
古町、館山市、銚子市、長生村、長南町、東金市、東庄町、長柄町、流山市、習志野
市、成田市、野田市、富津市、船橋市、松戸市、南房総市、睦沢町、茂原市、八千代
市、横芝光町、四街道市、鎌ヶ谷市、印西市、山武市、富里市、八街市、浦安市

チェック欄

　上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　地域の課題と整備計画の目標が適合している。 ○

　整備計画の目標と定量的指標の整合性が確保されている。 ○

　指標が解りやすいものとなっている。 ○

　指標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　他の関連事業との一体性が確保されている。 -

　地域の合意形成が図られている。 ‐

　多様な主体との連携が図られている。 ○

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画等との整合性

②地域の課題への対応

Ⅱ．整備計画の効果・効率性

①整備計画の目標と定量的指標の整合性

②定量的指標の明瞭性

③目標と事業内容の整合性等

④事業の効果

Ⅲ．整備計画の実現可能性

①円滑な事業執行の環境


